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〝
春
″
は
す
ぐ
そ
こ
に

川
原
　
に
　
は
　
つ
　
く
　
し
も
ボ
　
ツ
　
ボ
　
ツ

春
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま

す
。朝
・
夕
は
冷
え
込
ん
で
も
昼
に
な
れ
ば

す
っ
か
り
小
春
日
和
。

遠
賀
川
の
川
原
で
も
、
散
歩
を
兼
ね
た

家
族
ず
れ
が
つ
く
し
狩
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
（
写
真
は
、
遠
賀
川
の
川
原
に
て
）

町の人口
（50年2月禾現在）

人　口　24，129

男11，715

女12，414

世帯数　7，099

県青年の船報告会と

レク・ダンスの交流会

水
巻
町
青
年
団
体
協
議
会
は
、
福

岡
県
第
四
回
青
年
の
船
に
乗
船
し
た

青
年
二
人
に
よ
る
活
動
報
告
会
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
交
流
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
報
告
会
は
今
回
初
め
て
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
二

月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
二
週
間

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
に
行
き
東
南
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
と
友
好
を
深
め
て
き
た

町
青
協
会
長
の
岩
永
幸
男
く
ん
と
古

賀
の
美
浦
信
代
さ
ん
に
、
青
年
の
船

に
乗
船
し
て
の
船
内
で
の
活
動
と

現
地
で
の
交
流
会
な
ど
の
模
様
を
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
映
写
を
し
な
が
ら
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

過
去
に
青
年
の
船
に
参
加
さ
れ
た
近

辺
市
町
村
の
青
年
の
万
た
ち
に
も
報

告
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
古
賀
青
年
会
の
主
催

で
青
年
の
船
の
訪
門
先
の
、
フ
イ
リ

ッ
ピ
ン
で
習
っ
て
き
た
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
に
よ
る
交
流
会
を
開
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。期
日
　
3
月
1
6
日
　
1
5
時
か
ら

会
場
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル



車
痛
感
痛
撃
郵
便
で
で
き
る
不
在
者
投
票

障
害
者

第
七
十
二
回
通
常
国
会
で
、
公
職
選

挙
法
の
一
部
が
改
正
に
な
カ
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
次
回
の
選

挙
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
制
度
は
、
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
方
が
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
で

投
票
の
記
載
を
し
、
こ
れ
を
郵
送
す
る

と
い
う
方
法
で
選
挙
権
の
行
使
を
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
方
法
に
つ
い
て
は
公
正
の
確
保

な
ど
が
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
ま
し
た
が

最
終
的
に
は
次
の
事
項
を
明
確
に
す
る

こ
と
と
し
て
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

の
　
た
　
め
　
の

特
別
措
置

票
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
さ
れ
て
い

ま
す
。川
郵
便
投
票
証
明
の
交
付
。

∽
第
三
者
に
は
投
票
用
紙
を
交
付
し

な
い
。

㈹
自
書
主
義
（
各
段
階
で
署
名
を
求

め
る
）
。

用
投
票
行
為
に
対
す
る
干
渉
ま
た
は

、
秘
密
の
侵
害
に
つ
い
て
葡
則
の
通
用

を
行
う
。
郵
便
投
票
の

で
き
る
人
の
範
囲

⑧
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

障
害
で
一
級
ま
た
は
三
級
と
記
載
さ

一
れ
て
い
る
万
。
脚
戦
傷
病
者
に
つ
い

て
は
、
持
っ
て
い
る
戦
傷
病
者
手
帳

に
①
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
で

特
別
項
症
、
第
一
項
症
ま
た
は
第
二

項
症
と
記
載
さ
れ
て
い
る
万
㊥
心
臓

じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
障
害
で
特

別
項
症
、
第
一
項
症
、
第
二
項
症
ま

た
は
第
三
項
症
と
記
載
さ
れ
て
い
る

万
。
以
上
、
例
記
し
ま
し
た
障
害
の
あ
る

万
々
が
、
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら

実
施
さ
れ
る
郵
便
投
票
の
該
当
者
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

郵
便
投
票
の
方
法

川
郵
便
投
票
証
明
書

郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
郵
便
投

票
証
明
書
（
あ
な
た
は
確
か
に
郵
便

投
票
の
で
き
る
人
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
証
明
書
）
交
付
を
受
骨
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
以
下
、
郵
便

投
票
の
で
き
る
人
の
こ
と
を
「
選
挙

人
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
）

こ
の
郵
便
投
票
証
明
書
は
い
つ
で

も
交
付
さ
れ
ま
す
。
一
度
交
付
を
受

け
る
と
四
年
間
有
効
で
す
か
ら
、
選

挙
の
た
び
ご
と
に
こ
の
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
は
、
選

挙
人
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
長
に
対
し
て
申
請
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
水
巻
町
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
役
場
住
民
課
住
民
係

）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
（
審
6
0
1

・
4
3
2
1
）
。

な
お
、
一
月
未
現
在
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
で
把
握
し
て
い
る
該
当
者
の

方
に
は
、
郵
便
投
票
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

－
郵
便
局
と
は

無
関
係
－

脾剛腕唱和50年3月10日　脚

⑥郵便投票の流れ

市区町村の
選挙管理委員会

β禦禦監禦票盟欝

ｅｌ画趣投票証明害の交附く如送）
、

6 ）投票用紙等の捕求

ＯＨ貸票用紙等の交付 （郵送）

㊦1鉱便投票（勧送ｌ

選挙人

※　①－（宮の順序で行われます。
簸　郵便投票証明書は㊥の投票用紙等の交付のさいに
市区町村の選挙管理要員会から選挙人に返遇され
ます。

身
体
に
重
度
の
障
害
の

あ
る
方
て
　
「
身
体
障
害

者
手
帳
」
ま
た
は
「
戦
傷

病
者
手
帳
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
万
に
限
ら
れ
ま

す
。こ
の
身
体
に
「
重
度
の

障
害
」
と
い
う
場
合
の
障

害
の
程
度
は
次
の
と
お
り

で
す
。川
身
体
障
害
者
に
つ
い

て
は
へ
持
っ
て
い
る
身

体
障
害
者
手
帳
に
①
両

下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障

害
で
一
級
ま
た
は
二
級

と
記
載
さ
れ
て
い
る

万
。

「

∩
日
日
新
興
住
宅
地
ゐ
た
め
に
日
日
］

〝
移
動
交
番
車
が
〟

団
地
内
を
巡
回
し
ま
す

派
出
所
や
駐
在
所
か
ら
遠
い
万
た
ち

の
た
め
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

折
尾
警
察
署
に
移
動
交
番
革
が
配
車

さ
れ
、
派
出
所
や
駐
在
所
か
ら
比
較
的

遠
い
団
地
や
工
場
、
新
興
住
宅
地
な
ど

を
巡
回
し
、
住
民
の
万
の
意
見
や
要
望

を
承
り
ま
す
。

車
内
に
は
、
事
務
用
の
椅
子
、
机
、

に
他
事
務
処
理
に
要
す
る
物
品
を
完
備

し
、
無
線
装
置
も
備
っ
て
い
る
い
わ
ば

動
く
派
出
所
で
す
。

運
行
は
、
一
ケ
月
に
十
回
程
度
で
、

開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
団
地
内

な
ど
を
巡
回
も
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

強
制
的
な
表
札
の

販
売
に
は
注
意
を

郵
便
局
員
を
装
っ
て
強
制
的
に
表
札

を
販
売
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ

は
郵
便
局
と
は
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

最
近
「
〒
」
　
マ
ー
ク
の
腕
章
を
つ
け

ま
た
は
郵
便
局
か
ら
依
頼
さ
れ
て
き
だ

な
ど
と
い
っ
て
、
あ
た
か
も
郵
便
局
と

関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
各
家

庭
を
訪
門
し
、
な
か
ば
強
制
的
に
表
札

を
販
売
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
郵
便
物
を
確
実
に
お

届
け
す
る
た
め
に
郵
便
受
箱
、
表
札
を

設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
住
民
の
万
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
販
売
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
表

札
販
売
会
社
と
も
表
札
販
売
に
つ
い
て

な
ん
ら
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。



（3）点瑚這謬両脚洲棚軸帆価棚冊ＩＭ酬柵胴冊酬冊脚昭和50年3月10日脚開聞

差別のない‘明るい町を

同

和

問

題

を

正

し

く

地
区
の
概
況

審
議
会
は
同
和
対
策
の

具
体
的
資
料
と
し
て
前
述

の
基
礎
調
査
と
合
わ
せ
て

全
国
か
ら
十
六
ヶ
所
の
地
1

区
を
選
び
精
密
調
査
を
行

な
っ
た
。
部
落
の
多
様
性

に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
地
区

が
必
ず
し
も
全
国
の
平
均

水
準
を
示
す
も
の
で
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

ヽ

　

0

し

同
和
地
区
の
形
成
が
地

区
の
全
体
的
な
後
進
性
の

原
因
と
し
て
の
差
別
の
結

果
と
し
て
の
貧
困
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
地
域
社

会
の
多
様
性
に
よ
っ
て
状

健
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
と

ら
え
ら
れ
る
。

㈹
　
立
地
条
件

同
和
地
区
は
、
伝
統
的

に
、
き
わ
め
て
劣
悪
な
地

認
識
し
　
よ
う

一
般
農
村
は
活
発
な
離
村
向
都
の
人
口

÷
‥
㍉
－
∵
∴
∴
∴

人
口
流
出
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

社
会
同
和
教
育
の
研
修
を
受
け
る
婦
人
会
の
方
た
ち

一
般
地
区
に
も
み
ら
れ
る

が
、
同
和
地
区
の
場
合
は

差
別
と
生
活
難
の
た
め
に

帰
郷
を
余
儀
な
く
ざ
れ
た

者
が
多
い
。

戦
前
は
一
般
と
同
和
地

区
と
は
、
河
川
や
田
畑
や

道
路
や
堀
な
ど
に
よ
乃
区

別
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近

都
市
的
同
和
地
区
の
場
合

は
、
地
区
自
体
の
膨
脹
や

住
宅
や
工
場
地
を
求
め
て

の
一
般
人
ロ
の
来
任
に
よ

っ
て
、
混
在
す
る
傾
向
が

強
い
、
こ
の
傾
向
は
地
区

の
中
心
に
ま
で
は
い
た
ら

ず
、
そ
の
周
辺
に
多
い
こ

と
、
ま
た
町
内
会
を
同
じ

く
し
て
も
、
両
者
の
生
活

関
係
に
は
、
多
少
と
も
緊
張
や
距
離
が

み
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

Ｈ
　
家
族
と
婚
姻

結
婚
の
形
態
は
、
全
体
と
し
て
は
見

合
姫
が
多
い
が
、
若
い
年
令
層
に
は
、

自
由
婚
も
か
な
り
の
率
を
占
め
る
、

結
婚
に
際
し
て
の
差
別
は
、
部
落
差

別
の
最
後
の
越
え
が
た
い
壁
で
あ
る
。

関
係
住
民
の
結
婚
は
、
伝
統
的
に
「

ほ
と
ん
ど
が
同
一
地
区
民
間
か
他
地
区

住
民
と
の
間
で
行
な
わ
れ
、
一
般
住
民

と
の
通
碑
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る

⇔
　
産
業
と
職
業

産
業
で
は
農
業
や
商
工
業
の
零
細
経

営
や
そ
の
雇
用
労
働
者
や
単
純
労
働
者

が
多
く
、
近
代
産
業
へ
の
雇
用
労
働
者

は
少
な
い
。
親
は
伝
統
的
な
産
業
な
い

し
職
業
や
単
純
労
働
な
ど
へ
の
従
事
が

多
い
が
子
女
は
そ
う
し
た
職
業
よ
り
、

時
代
的
雇
用
労
働
を
希
望
す
る
も
の
が

み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
と
も
に
近
代
的

な
大
企
業
へ
の
就
職
は
き
わ
め
て
少
な

い
。
基
本
的
に
は
社
会
的
差
別
と
偏
見

に
よ
っ
て
よ
い
就
職
が
で
き
な
い
の
が

原
因
で
あ
る
。

ま
た
子
女
の
雇
用
労
働
が
多
く
な
っ

た
の
は
、
子
女
が
伝
統
産
業
や
単
純
労

働
を
嫌
う
た
め
で
あ
る
が
、
根
本
は
経

済
成
長
に
と
も
な
う
労
働
力
の
絶
対
的

不
足
が
大
き
な
原
因
で
あ
り
、
そ
の
な

か
で
低
い
賃
金
の
な
か
に
置
か
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）

－
．
－
Ｔ
～
三
－
≡
・
ヽ
′
ヽ
．
．
．
こ
．
－
・
く
．
．
≡
．
．
・
～
ｌ
一
．
－
．
一
ｌ
デ
、
‘
ヽ

水

道

料

金

徴
収
人
の一部
が
変
更

三
月
（
二
月
分
の
徴
収
）
か
ら
水
道

料
金
徴
収
人
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

○
鯉
口
区
・
中
央
区
　
萩
谷
日
出
子

○
宮
ノ
下
・
机
社
宅
・
古
賀
区
・
梅
ノ

木
区
　
広
光
タ
カ
子

一

に
…
愛
の
…
手
‥
を
∴
‥

勢
的
条
件
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
河
川
沿
い
、
河
川
敷
地

沼
沢
地
、
傾
向
地
、
荒
地
な
ど
都
市
農

村
を
通
じ
て
一
般
の
土
地
利
用
に
は
、

不
通
な
土
地
に
位
置
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
同
和
地
区
は
、
洪
水
や
大
敵

の
時
は
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

多
い
。
伝
統
的
な
劣
意
な
環
境
の
中
で

問
題
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
の
が
多

い
。何
　
人
ロ
の
状
態

経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
っ
て
、

第
三
水
曜
日
は
「
少
年
を
守
る
日
」

福
岡
県
警
察
で
は
、
少
年
の
非
行
化

を
な
く
す
た
め
に
、
毎
月
第
三
水
曜
日

を
「
少
年
を
守
る
日
」
と
し
て
、
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

少
年
の
非
行
化
の
原
因
と
し
て
は
、

家
庭
内
で
の
、
親
子
の
対
立
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
こ
の
た
め
に
家
出
を
し
た

少
年
の
多
く
は
、
盗
み
、
た
か
り
、
不

純
異
性
交
遊
な
ど
の
非
行
に
走
り
、
あ

る
い
は
悪
い
お
と
な
か
ら
売
春
や
危
険

な
労
働
を
無
理
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
で
昭
和
四
十
九
年
中

に
警
察
で
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
八
千

四
百
二
十
二
人
で
、
な
か
で
も
盗
犯
（

万
引
）
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
よ
う
な
少
年
の
非
行
化
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
ま
た
、
将
来
の
担
い
手
と

な
る
少
年
を
正
し
く
歩
ま
せ
る
た
め
に

も
、
両
親
と
住
民
の
万
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

少
年
を
守
る
た
め
に

○
　
明
る
い
家
庭
の
ふ
ん
囲
気
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

0
　
少
年
を
正
し
く
し
つ
け
、
放
任
と

過
保
護
は
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
　
少
年
の
行
動
、
所
持
品
、
交
友
関

係
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
　
少
年
の
非
行
や
危
い
遊
び
を
見
か

け
た
と
き
は
、
愛
の
芦
を
か
け
ま
し

よ
ナ
つ
0

0
　
非
行
を
誘
発
す
る
エ
ロ
グ
ロ
映
画

ポ
ス
タ
ー
‥
雑
誌
な
ど
を
地
域
ぐ
る

み
で
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

－お　礼－
香典返しとして次の方から社会福祉協議会へご

寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたしますと

ともにあっくお礼申しあげます。

高松区　　故　坂井　　悟殿　　坂井　三郎殿

猪　熊　　故　大野　ワサ殿　　大野　浅喜殿

下二町住　故　三好和太一殿　　三好　正治殿

上二町住　故　柴崎　　安殿　‾柴崎　妙子殿

…　梅ノ木区　故　杉本ハジメ殿　　杉本　宗俊殿
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母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
3
月
1
4
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
身
長
・
体
重
測
定
、
育
児
相

談
と
家
族
計
画
相
談
指
導
（
家
族
計

画
用
の
器
昆
・
薬
品
に
つ
い
て
も
若

干
準
備
し
て
い
ま
す
。
）

昭
和
五
十
年
度

高
血
圧
教
室

受
講
生
募
集

目
的
　
成
人
病
予
防
と
健
康
管
理

実
施
予
定
日
　
年
間
毎
月
第
三
水
陸
日

の
予
定

実
施
会
場
　
町
民
会
館
ま
た
は
遠
賀
保

健
所

期
間
　
5
0
年
4
月
～
5
1
年
3
月

内
容
　
専
門
医
の
講
演
　
（
成
人
病
全

輿
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
）
、
成
人
病
検

診
、
食
生
活
指
導
（
講
議
、
調
理
実

習
、
試
食
）
、
健
浜
と
体
操
（
保
健

相
談
指
導
、
そ
の
他
）

料
金
　
無
料

申
込
み
受
付
け
3
月
1
1
月
か
ら
3
月

末
日
ま
で
、
役
場
厚
生
課
衛
生
係
で

受
付
け
ま
す
（
電
話
で
も
可
）
も

ロ
　
発
行
人

高
血
圧
教
室

◇
日
時
　
3
月
1
9
日
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5

時
3
0
分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
華
指
導
室

◇
内
容
○
高
血
圧
症
の
食
事
指
導

○
講
議
、
減
塩
食
調
理
実
習
、
試
食

0
4
9
年
度
教
室
反
省
会
、
開
講
式

高
血
圧
症
の
予
防
と
治
療
は
、
ま
ず

食
生
活
か
ら
、
こ
の
話
を
く
り
返
し
聞

き
、
自
分
の
舌
で
味
わ
い
、
日
常
の
献

立
に
活
用
し
て
自
分
は
も
ち
ろ
ん
家
族

の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
い
五
十
年
度
の
教
室
に

対
す
る
こ
意
見
・
こ
希
望
を
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
教
室
と
し
て
新
し
く
発

足
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
多
数
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
種
痘
の
接
種

◇
日
時
　
4
月
1
・
2
日
　
1
4
時
～
1
5

時
◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

◇
該
当
児

〇
第
一
期
　
生
後
6
ケ
月
か
ら
2
4
ケ

月
で
、
一
度
も
受
け
て
い
な
い
乳
幼

児〇
第
二
期
　
5
0
年
度
新
入
学
児
童

〇
第
三
期
　
5
0
年
度
中
学
進
学
児
童

第
二
期
、
第
三
期
は
、
ど
ち
ら
も

4
9
年
度
中
に
何
か
の
理
由
で
接
種
を

受
け
て
い
な
い
方

な
お
、
接
種
を
受
け
ら
れ
る
万
は
問

診
票
を
役
場
衛
生
に
前
日
ま
で
に
と
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
は
体

温
を
は
か
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
母
子

手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

三
歳
児
以
上
の

種
痘
の
接
種

三
歳
か
仝
ハ
歳
ま
で
の
第
一
期
種
痘

の
未
接
種
者
で
、
種
痘
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
先
　
役
場
衛
生
係

◇
受
付
期
間
　
3
月
1
5
日
～
2
0
日

◇
接
種
料
　
八
百
円
を
申
込
む
際
に
前

納
し
て
く
だ
さ
い
。
（
弱
毒
ワ
ク
チ

ン
を
使
用
す
る
予
定
で
す
）

接
種
日
は
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
の
際
に
住
所
、
被
接
種
著
名

（
生
年
月
日
）
、
保
護
者
名
を
聞
き
ま

す
の
で
メ
モ
を
し
て
来
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
接
種
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね

は
、
役
場
衛
生
係
（
智
6
0
1
・
4

3

2

1

）

へ

婦
人
ガ
ン
検
診

町
は
、
次
の
日
程
で
婦
人
ガ
ン
の
検

診
を
行
な
い
ま
す
。

婦
人
の
ガ
ン
の
中
で
、
も
っ
と
も
多

い
の
が
子
宮
ガ
ン
で
す
が
、
こ
の
子
宮

ガ
ン
は
ど
早
期
発
見
が
容
易
な
も
の
は

他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
進
歩
し
た
医
学
の
力
に
よ

っ
て
完
全
な
治
療
が
期
待
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

検
診
は
、
短
時
間
で
痛
み
も
な
く
費

用
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
の
で
、
気
軽

に
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す
。

◇
日
時
　
3
月
2
8
日

○
午
前
　
9
時
3
0
分
集
合

○
午
後
　
1
2
時
3
0
分
集
合

問
診
票
の
記
入
要
領
の
説
明
と
同

時
に
、
子
宮
ガ
ン
に
つ
い
て
の
講
議

を
行
な
い
ま
す
。

◇
会
場
　
町
民
会
館
玄
関
ホ
ー
ル

笠禁コ

◇
料
金
　
本
人
負
担
3
0
0
円
）

町

か
ら
の
補
助
（
9
0
0
円
）

◇
訝
当
者
　
3
5
歳
以
上
の
女
性
の
方

◇
受
診
人
員
　
1
0
0
人
（
受
付
け
1

2
0
人
）
先
着
順

国　民　健　康

被保険者証の

宅
地
建
物
取
引

の
無
料
相
談

県
は
、
次
の
日
程
で
宅
地
建
物
販
引

の
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◇
日
時
・
場
所

3
月
2
0
日
　
行
橋
市
民
会
館

3

月

2

2

～

2

3

日

小
倉
井
筒
屋
5
階
ハ
ウ
ジ
ン
グ

3

月

2

4

～

2

5

日

八
幡
井
筒
屋
5
階
ハ
ウ
ジ
ン
グ

◇
相
談
員
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、

県
建
築
部
建
築
管
理
課
、
市
建
築
局

建
築
貰
査
諜

町は、次の日程で国民健康保険被保険者証の切替えを行います。

現在使用されている保険証の有効期間は、五十年三月末日までで、こ

の切替えをしていないと四月一日以降の受診はできませんのでこ注意く

ださい。なお、切蓄えを行うとき日］鑑と保険書正をご持参ください。

◇日時　3月26日－3月28日　　　◇場所　水巻町役場別館

月

ｌｌＨＩｌｌｌＨｌ川ＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＨｌｌＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＨｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＩＨｌｌｌｌｌｌｌｌＨＨｌｌｌ

3

し尿汲取予定日
1日　頃末、猪熊
3日　頃末、猪1指
4日　長寿ノ熊県住、吉田片山、ぬゼ）
り石、猪熊

5日　高松区、三ツ頭区、君田1卸輪
地、車返し、ｊ醗口、猪熊

6日　高松区、三ツ頭区、吉田垣添
中央区、樋口

7日　高松区、三ツ頚区、頃末（15
●18区）、緑風園、中央区、
上二、下二、立屋敷、樋口

8日　川端商店街、下二町住、吉田
本村、車返し、古賀、う月

10日　川端商店街、宮ノ下、吉田県
道筋

11日　机、古賀
12日　吉田大橋、上二町住、頃末（
6・11．14区）
頃末（6・11・14区）
頃末（6・11・14区）
猪熊

飽団

熊
熊
田

猪
猪
吉

吉田団地、樋口、
吉田団地、樋口、
美吉野、松栄荘、

日
日
日
　
日
　
日
　
日

3
　
4
　
5
　
7
　
8
　
9

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

4適ロ、猪鮨
20日　美吉野、松栄荘、上二、下二、
伊左座、吉田本村、猪熊町住

21日　上二、下二、伊左座、吉田本
村、机

22日　美吉野、松栄荘、机、古賀県住
24日　古賀区、みずほ、梅ノ木区
25日　古賀区、みずほ、下二幼稚≡園
通、梅ノ木区

26日　古賀区、下二二幼稚園通、梅ノ
ｔ　木区
27日　鰐口区、猪熊、樋口、古賀
≡　28日　鯉口区、猪熊、樋口、古賀
茎29日　鯉口区、頃末（6・11・14区

）、机、う月

室31日　樋口、猪熊、頃末（6・11・≡
14区）

＝ＨｍｌｌｌＭ＝ｌ＝Ｈｌｌｌｌｌ…ｌＨｌｍｌｌ日日ｌＭＭ11日ｌｌ…ＭｌＩＭＨｌＭ膚

日　曜　在　宅　医

3月16日　入江医院　外　　科　頃末　601・3320

23日　渡辺医院　外　　科　頃末　691・2616

30日　楠本医院内・児科大膳橋093・24・0385

診察時間は9：00－17：00、原則として往診はいた

しません。

水

巻

町

長

伊

藤

衛

門

　

口

〔

築

　

水

巻

町

住

民

相

談

室

（

電

話

6

。

1

－

。

。

2

｛

冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


